
1農 業部 会1
研究 主 堰 「授 業 の 改 善 計 画 な ど を 踏 ま え た 、 わ か る 授 業 の 工 夫 ・改 善 」

1主 題 設 定 の 背 景 及 び 理 由

農 業 部 会 に よる過 去3年 間の研 究 開発 委 員会は 、観 点別 評 価規 準 の作成 、生徒 に よる授 業

評 価 の 実 践的 方式 にっ いて研 究 開発 して き た。 これ は、基 礎 ・基 本 の確実 な定着 を 図 り、 自

ら学 び 自 ら考 える力 な ど、生 き るカ を育成 す る とい う新 学習 指導 要領 のね らい の具 現化 に 向

けた 取組 で あ る。特 に、授 業 とその 評価方 法 に着 目す る こ とで、指 導 と評価 の一体 化 を図 り、

学 習 内容 の確 実 な定着 と、 「確 か な学 力」 育成 の た めの授 業 改善 策の 開発 を 目指 して き た。

昨 年 度 は 、 これ らの研 究成 果 を踏 ま え、教 員集 団 と して の力 を発 揮 で きる学校 づ く りとい う

観 点 か ら、生 徒に よ る授 業評価 を活用 し、学校 が組 織 的 に授 業改 善 に取 り組 む方 途 にっ い て

の 研 究 実践 に取 り組 ん だ。

学 習指 導 要領 にも示 され てい るよ うに、農 業教 育 の特 徴 の 一つ は、 実際的 、体験 的 、探 求

的 な 学 習 で ある実験 ・実 習 を十分 に配 当 し、知的 好 奇 心 を喚起 し、実 践的 な知識 と技 術 を確

実 に 習得 させ る こ とで ある。 これ らを達 成す るた めの効 果 的 な指 導方 法 として 、従前 か ら、

少 人数 に よ る班別 学 習や テ ィー ム ・テ ィー チ ン グ等 を 実施 し、授 業改 善に創 意 工夫 を重 ね て

き た。 こ の よ うな取組 を通 して 、 複数 の教 員 が連 携 を し、授 業改 善 に取 り組 む とい う素 地 は

あ る もの の、 これ が学 科 単位 又 は 学校全 体 と して シス テ ム化 され てい ない のが現 状 で あ る。

生 徒 に よ る授 業評 価等 を活 用 して 、教員 一 人 一人 が 自らの改 善 目標 を設定 し、 自分 のカ で改

善す る こ とは重 要 な こ とで あるが 、個人 の力 には 限界 が あ る。

今 年 度 は以 上 の こ とを踏 まえ、個 人 の力 、個 人の情 報 を組織 として 共有 し、改 善策 を検 討

し、 共通 の課題設 定 の 下で、組 織 的 な実 践 力 を高 め るた め の具体 的 な方策や授 業 改善 を図 る

た め の 方法 につい て研 究 した。

教員 が 互い に授 業 を見せ 合 い、 学び合 い、相 互連携 を通 して 、生徒 の実 態に応 じた よ りよ

い授 業 、わか る授 業づ く りを推 進 してい くた めの 具体 的 な指 導方 法 の研 究 開発 に つい て報 告

す る。

∬ 研 究 の 方 法

1授 業 改 善計 画の 作成

各 学 校 で実施 してい る生 徒 に よる授業 評価 の評価 計 画 を 基 に、委 員の担 当す る科 目の 特性

や 生 徒 の 実態 等 を踏 ま えた評 価項 目を設 定 し、生徒 に よ る授 業評 価 を実施 した。授 業 改 善 の

効 果 を よ り高 めるた め、得 られ た授 業評価 結 果 か らさ らに、評価 項 目の検 討 を行 い、授 業改

善 計 画 を 作成 す る とい う方 法 を とった。

2指 導 方 法 の工 夫 ・改善

学科 内で 検討 され た 「授業 改 善計 画」 に甚 つい た授 業 を実施 し、 「生徒 に よる授 業評 価 」

を再 度行 った。 改 善前の 「生徒 に よる授 業 評価 」 と比 較 し、分 析 した結 果 を基 に、学科 、教

科 、学 校 全 体で校 内研 修 を実施 す る。 「生 徒に よる授 業 評 価1か ら明 らか にな った 課題 とそ

の改 善策 の 共有 化 を図 り、生徒 の視 点に 立 った わか る授 業 の 工夫 ・改善 を行 った。

ま た 、 「生 徒 に よる授 業評 価 」 を活用 し、 生徒 の学 習 へ の振 り返 りを通 して 、学習 意欲 を

高 め 、 自 ら主 体的 に学ぶ 姿勢 を身 に付け させ るた めの授 業 につ いて検 証を行 った 。
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皿 研 究 の 内 容

1指 導 事例No.1「 授 業改 善 計 画 」 を活用 した 「組 織 的 な指 導体 制 」 づ く り

〔科 目名;「 総合実 習」(4単 位)対 象学 年=第2学 年〕

(1)は じめに

昨年 度 よ り、食 品製 造科 の教員 全 員 が担 当 して い るr総 合実 習Jに お いて 、「生 徒 に よる

授 業 評価 」を活 用 したr組 織 的 な指 導体 制」づ く りに取 り組 んで きた。そ の結 果 、「確 か な

学 力 」 の定着 に 向けた 、緻 密か つ組 織 的 な教科指 導 が行 われ てきて い る との共 通認 識 も得

られ た、 しか し、組 織 的な 指導 体 制 が完成 された とは言 い難 く、未 だ指導 の統 一性 が とれ

て い な いの が現状 で あ る。

そ こ で、 昨年度 同様 に 「総合 実 習」 にお け るr生 徒 に よる授 業評価 」及 びr授 業 改善 計

画1を 活用 して 、更な る 「組織 的 な指 導体 制」づ く りに取 り組 んだ。

(2)授 業 評価 結果 及 び分析

① 授 業 改善 計画

計 画1:実 習教材 を体 系化 ・ス リム化 す る

・ シ ラバ ス を作成 ・配 布 し、学習 内容 理解 や 学 習意欲 の喚起 を 図 る

計 画2:生 徒 が よ り理解 しやす い よ うに、教材 プ リン トを改 善す る

・実 習の 目的 や そ の原理 を理解 させ る 「実習 前説 明プ リン ト」 を導 入す る

・文字 で の表 現 を減 ら し、図絵 や 書 き込 み欄 を多 く取 り入れ る

・計算 方 法 を よ り分 か りやす く表 記す る

計 画3:実 習 内容 の理 解 を促 す よ う、意識 して生徒 自ら考 える機 会 を与 え る

・生 徒 の作 業 す る機 会(時 間)を 増 やす

・使 用器 具や 使用機 器 の名 称 をそ の都 度 確認 させ る

計 画4=校 内研 修会 を実 施す る

・毎定 期 考 査 期 間 中に 、食 品 製 造科 職 員 の教 科 指 導 及 び指 導方 針 の共 通

認 識 を深 め る研 修 会 を開催 す る

② 評 価結 果及 び分 析

「生徒 に よる授 業評価 」 を年 間計画 に基 づ き、 学科 ご とに評価 項 目を策 定 し、6月

24日 に実 施 した.図1は 、各 評価 項 目での 「4:そ う思 う」 と 「3:や や 思 う」 の肯

定 的割 合の 合計値 を第1学 年2学 期 と第2学 年1学 期(今 回)で 比 較 した もので あ る。

図1学 年別「生 徒による授 業評価 」比較
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この 評価 結 果 を基 に、7月 上旬 に授 業改善 会議(学 科 内研修 会)を 開 き、「学ぶ 態 度 」 を

身 に付 け る指 導 を継続 す る とと もに 、新 た な改善 点 を追 加 設定 し、9月 以 降の授 業 改 善 を

図 る こ とに した。

改 善1食 品系分 野 に一層 の興 味 ・関心 を もたせ 、学習 内容 の理解 を深 め させ るた め

に 、「食 品 製造 」 「食 品化学 」 「食 品 流通 」 の各 講義 科 目の 学 習 内容 が相 互 に リ

ン ク してい るこ とを授 業や 実 習の 中で よ り意 識 させ る。

(3>改 善 結果 及 び考 察

2回 目の 「生 徒 に よる授 業 評価1を9月17日 に実施 し、食 品製 造科教 員全 員 で評 価 分

析 及 び考 察 を 図 ったa図2は 、授 業改 善 前 と改善 後 で比 較(グ ラフ化)し た もので あ る。

① 「項 目1・2・3・4」

(技術)及 び 「項 目5・

6・7」(姿 勢)と もに、

今 ま で以 上 に実 習での

説 明表 現 をよ り容 易 に

す るな ど、学 科教 員全

員 で 「て いね い に分 か

りやす い授 業 を」 と臨

ん だ。 そ の結 果、 多 く

の項 目にお い て授 業改

善 の効 果 が見 られ た。

、

図2学 年別 「生 徒による授 業評価」比較
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② 「項 目8」(授 業 内容)は 多少 の 向上は 見 られ る が、依然 と して 半数 以 上の 生徒 は 不

満 の回 答 を して いる。生 徒 の要求 レベル(授 業内容 ・指 導方 法)と 食 品製 造科 の 目標

達成 レベル に開 きが ある(差 が大 きい)と 考 え る。 生 徒 の要 求 レベ ル を検証す る必 要

性 を食 品製 造 科 の今 後 の課題 として共 通理解 を した。

(4)ま とめ

表1は 、「授 業 改 善計 画」に対 して の達成 度(100点 満 点)を 教 員個 人 と学科(食 品製

造 科)全 体 の 面 か ら食 品 製 造 科 の全 教 員 が

自 己 採 点 した 結 果 で あ る 。今 回 の 取 組 を

通 じ て 、改 善 策 の 共 有 化 を 図 る な ど 「組

織 的 な 指 導 体 制1づ く りが 昨 年 度 以 上 に

進 ん で き て い る こ と が 検 証 で き た 。

今 後 も 、食 品 製 造 科 教 員 に よ る 学 科 に

お け る 評 価 が よ り100点 に 近 づ く よ

う 、継 続 的 な 授 業 改 善 と 実 践 を 重 ね て い

く と と も に 、 本 校 教 員 の 更 な る 資 質 向

上 に も こ の 取 組 を 活 用 してい きたい。

表1教Aに よる自己評価 ・学 科評価結 果

＼ 計画1 計画2 計画3

教員 自身

42.5点

52.5

100

57.5点

66.7

100

52.O点

62.5

90.0

食品製造科

40.0

62.0

87.7

61.0

74.0

8L9

58.0

65.0

85.1

上=16年9月 中=岡 年12月 下:17年10月
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2指 導事 例No.2生 徒に よ る授 業評 価 を基 に したわ か る授 業へ の取 組

〔科 目名=「 総 合実 習 」(3単 位)対 象学 年 第1学 年、第2学 年.第3学 年 】

(1)は じめ に

東京 都 で は 、生 徒 に よる授 業評 価 が導入 され 、「個 に応 じた授業 」やrわ か る授 業 」へ の

改善 が進 め られ て きた。 しか しな が ら、 よ りよい授 業へ の取組 を してい く上 で 、 一層 の 工

夫 、改 善 を行 うこ とが必 要 で あ る。 そ こで、 生徒 に よ る授 業評 価 を よ り細 か く分析 す るた

め評 価 項 目を6項 目か ら22項 目に増や し、授 業 改 善計 画 を立て研 究 した。

(2)授 業評価 結果 及び 分析

今 回の授 業評 価 は、1年 生 か ら3年 生 まで統 一 して行 い 、科 目は総合 実習 に絞 って 行 っ

た。 自己評価 、授業 評価 共 に 「よくあて はま る」「あ ては ま る」が 、ほ とん どの項 目にお い

て80%以 上 の値 で あっ たeた だ し、「食 品 につい て よ り科学 的 に考 える よ うにな りま した

か 」「相変 わ らず授 業内容 は難 しい」な ど80%に 達 して い ない項 目もあ り、授 業改 善 が必

要 で あ る と考 える。 教 室 での講 義 中心 の科 目と違 い 実習 中心 の科 目で あ る総 合 実習(食 品

製 造分 野 ・分析 実験 分 野)を 分析 した結 果は 、お お むね 良好 の結果 が得 られ た 。総 合 実習

は 、 クラス を3分 割 した少 人数 で 各分野 の実 習 を行 っ てお り、生徒 は毎 週 ロー テー シ ョン

で入れ 替 って 各実習 を受講 して い る。分 野 ご とに 実 習プ リン トの量 に違 いが あ り、 プ リン

トの見や す さを検討 す る必要性 があ る。 黒板 の板 書 もお おむ ね よい との評価 であ る が、今

後 さ らに見や す くす る よ うな 工夫 をす るべ きで あ る。3年 生で は和 菓子 の講 座 を 開講 して

い るが、 こ こ数年 生徒 に意 識 の変化 がみ られ 、 「和 菓子 の技 術 を身 に付 けたい 」 「和 菓 子 の

歴 史 を知 りた い」 と う意欲 を もって授 業 に臨 む生 徒 が少 な くな って い る。 これ らの点 を総

合 的 にみ て 、生徒 た ち に授 業 に対す る興味 ・関心 や 学習 意欲 を高 め させ るた めの授 業 改 善

が必 要 と考 え られ る。

(3)授 業 改 善 計 画 及 び 改 善 策

① 教材 、副教材 な どの 工夫 及 び生 徒の授 業 に対す る学 習 意欲 の向上

ア プ リン トの用紙 サ イズ を統一 し、見 や す く内容 の 充実 を図 る

イ 食 品 の各 分 野 に興 味 を もたせ る よ うな授 業の展 開

ウ 生徒 の苦 手 とす る計算 、化 学式 につ いて わか りや す い授 業 を展 開す る

工 板 書 の字 を見や す くす る。

オ 系統 立て た黒板 の利 用 を考 え る

② 実習 、実験 の操 作手 順 の明確 化

ア 実験 実習 の工程 ご とに説 明 を行 い、授 業 を進 めて い く方 法

イ 実験 実 習のす べ て の工 程に ついて 時 間 をかけ説 明す る方 法

ウ 今 回行 う実験実 習 全体像 にっ いて説 明 し、各 工程 も しくは 区切 りの よい と こ

ろまで の説 明 を行 う方 法

③3年 間の授 業 内容 の体 系化

実習1年 生 ・食 品 に 関す る基礎 学習及 び基 礎 技術 の習 得

2年 生 ・大 量 生産 を体 験 し、生 産品 の流 通 、販売 な ど総合 的 に学 習 を行 う

3年 生 ・和菓 子 製 作 を通 じて よ り高 度 な 専門技術 の習得
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実験1年 生 ・・基礎的、基本的な実験の技術の習得 と実験器具の名称 を覚 える

2年 生 ・・基礎分析法の知識 と技術の習得

3年 生 ・・食品 ・栄養分析のできる人材 の育成を 目指す。課題研 究や食品科

学実験な どの科 目とリンクして行 う

④3年 間の学習内容 の体系化

ア 各学年における学習項 目を設定す る

イ 専門教科 と普通教科 が、連携 し情報交換 を密 にす る

⑤ 各学期に校内研修 を実施

ア 生徒の状況についての情報交換

イ 各科 目の進行状況 に関する意見交換

ウ 専門教科 におけ る科 目間の連携を図 る

(4)改 善結果及び考察

表2授 業評価ア ンケー ト結果

4,よ{あてはまi9;あ てはま石2=や やあてはまらない 翫あて瞳まらない

1学 期 に行 った生徒 に よる授 業評 価 の結果 と、授 業 改 善 計 画 を基 に して2学 期 に行 っ た

授 業 評価 の結果 では 、それ ほ ど大 きな結果 と しての変 化 は見 られ なか った。 い くっ かの 自

己評 価 の項 目におい て 「あて は ま る」 か ら 「やや あて は ま る」 に下が って しま った もの も

あ る。 ア ン ケー トを行 う時期や 授 業 内容 に よ り生徒 の興 味 の 違 いに も原因 があ る と考 え ら

れ る。 前述 の よ うな授 業 改善 を行 った が、数 値 と して は 、変 化 はあ ま り見 られ ない が 、授

業 の 内容 に よって は、授 業展 開 の順 序 を変 える こ とで 「わか りや す か った」 とい う生徒 の

意 見 が増 え、改 善の 効果 が見 られ た。

(5)ま とめ

授 業 が 一つ の科 目だ けで完 結す るの では な く、学 科や 教科 とい った大 きな枠組 み の 中 で

組 織 的 に展 開 され る こ とに よ り、生徒 の授 業 に取 り組 む 姿勢 が 改善 され 、授 業 に対 す る関

心 が 高 ま った.授 業 評価 を行 い 、授 業 改善 を行 うこ とで 、各 単 元(項 目)ご とに生 徒 の 興

味 ・関心 、 意欲 を 、把握す る こ とがで き、 「生徒 にわ か りや す い授 業」 「個 に応 じた授 業 」

に つ な げて い くこ とが で きた 。
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3指 導事 例No.3ビ デオ 撮影 を活 用 した授 業改 善

〔科 目名:r環 境科 学基 礎 」r測 量 」(2単 位)対 象 学年1第2学 年〕

(1)は じめ に

今 まで の授 業で は教材 を 工夫 し、板 書 を しなが ら説 明 を してき たが 、生徒 の集 中力 が持

続せ ず 、 生徒 の私 語 が止 ま なか った り、 生徒 の学 ぶ 意欲 を十分 に 引き 出す授 業 が行 えて い

ない 実態 が あ った。 こ の課題 の原 因を明 らか にす るた め 、授 業の様 子 を ビデ オ で撮 る と と

も に、生 徒 に よる授 業 評 価 を繰 り返 し行 い、 その結 果 を基 に、教員 間 で授 業 改善 に 向け た

検 討 を行 った。

{2)授 業評 価結 果及 び分 析

平 成16年 度 の生徒 に よる 自己評価 によ る と、授 業 が始 まる前 に授 業 の準備 が で き て い

る生 徒 は56%で あっ た。学 習 意欲 をもち、真剣 に授 業 を受 けて いる生 徒は ユoo/。、普 通

に授 業 を受 け てい る生徒 は70%で 、授 業 に消極 的 な 生徒 は5%で あ った。

また 、生徒 に よる授 業 評価 の結果 で は、授 業 の 内容 を理解 して い る生 徒は約70%で あ

り、同 一授 業者 に よ る科 目の ば らつ きはな く、「おお む ね 良好 であ る」との緑 地環 貴 科 の見

解 となっ た。

平成17年 度 の生 徒 に よる授 業評 価 に よる結果 は次 の表 の とお りで あるe質 問事項 は 関

心 ・意欲 ・態 度 、思 考 ・判 断 、技能 ・表 現 、知識 ・理 解等 を主 とした 下記 の項 目で ある。

表3授 業評価 結 果 単 位:%

項 目 改 善 前 改 善 後

4 3 2 1 4 3 2 1

自

己

評

価

1 授 業が始 まる前に準備 がで きていま し

たか

19 44 31 6 17 58 17 8

2 授業に集 中で きま したか 13 62 19 6 33 26 33 8

3 わか らな い事 を質 問 しま したか 0 44 38 18 8 26 33 33

4 授 業 内容 に つ い て 自分 な りに理解 しま

した か

13 56 25 6 33 50 17 0

5 この授 業 は楽 しく受 けた 5 67 28 0 33 26 33 8

授

業

評

価

1 授業 において説 明す る声は良く聞 き取れ

ますか

13 68 19 0 25 68 7 0

2 説明や 黒板 の文字 は見やす くわか りや

すいですか

6 69 19 6 33 46 15 6

3 授業の内容を理解 できま したか 19 43 38 0 17 59 16 8

4 知識や技術が身に付いた と思います か o 63 37 0 17 33 42 8

5 授業の進度にっいていけますか 13 54 33 0 17 50 25 8

評価点4:そ う思 う3=や やそう思う2:あ ま りそう思わない1=そ う思わない

生徒 に よ る授 業評価 を1学 期 か ら2学 期 にか けて3回 行 い比較 したeそ の傾 向は 、 同一

授 業者 が担 当す るすべ て の科 目にお いて 同様 で あ った。
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生徒 の 意識 は 、数値 と自由意 見か ら明 らか にな り、生 徒 の 自由意見欄 には次 の よ うな記

述 が あ った.

① 板 書 の 文字 が一定 で な く、 読み に くい。

② 説 明が 早 口なので 、 どこが 重要 な点 な のか わか りに くい。

③ 質問 され るこ とが な いので 、集 中力 が持 続 しな い。

この 結果 を踏 ま え、学 科の 教員 間で 検討 を重 ね 澗 題 点 を 明 らかに して改 善策 を 立て た。

板 書 を改 善す るために 、板 書の必 要性 につい て下 記 の2つ の方 法で授 業 を実践 した 。

方 法1.板 書 を しな い。 この場 合 は 、教材 と して 詳 しい プ リン トを用意 す る。

方 法2.板 書 をす る。 内容 の ガイ ドライ ンを示 した プ リン トを用意 す るe

上記2通 りの授 業 を行 ったeそ の結 果 、「生徒 に よる授 業 評価jで は、板書 を した とき の

方 が 、詳 しいプ リン トを配 布す る よ り、生徒 は理 解 しやす い とい う結 果が得 られ た.

(3)授 業改 善計 画及 び 改善策

① 板 書 の改 善点

ア 宇 の 大 き さにつ い ては 、細 かい字 をな く し、 大 きい字 にす る

イ 内容 を強調す る場 合、赤色 よ り目立つ 黄 色で 色 分 けす る

ウ 板 書 の量 が多 い時 は、 内容 の説 明 をゆ っ く り進 める

② ビデ オで撮 った授 業 か らの改 善点

ア 声 にメ リハ リを もたせ 、教 え る内容 を正 確 に伝 える

イ 机 間指 導 を行 い、 一人一 人 の様子 を観 察 す る

ウ 生徒 へ の質問 を行 い、双 方 向 の授 業 を行 う

工 生徒全 体 を見渡 し、生徒 の授 業 に対す る意欲 や 関 心 を把握す る

(4)改 善結 果及 び 考察

改 善後 の 自由意 見欄 に は次 の ような 記述 が表 れ た。

① 字 が 大き く見やす くな った

② 書 き込み欄 が あ るプ リン トはわ か りや す い

③ 授 業 の集 中力や メ リハ リカ咄 て きた ので重 要 な点 が わか る よ うに なづた

また 、板 書 の内容 が予 想 で き るサ プ ノー ト形式 の プ リン トを使 用す る こ とも、授 業 内容

の理 解 に は効 果的 で あ る。

(5)ま とめ

ビデ オ で撮 影 した授 業 を見 る こ とは 、 自分 の授 業 を客観 的 に見 る ことがで き るので 、 よ

り効 果 的 な授 業改 善 が行 え る。 そ して短 期 間 に授 業 改 善 の方 向性 を定 め るに は 、適 した 方

法 で あ る。 また 、生徒 に学 習 中 の 自分 の姿 を見せ る こ とに よ り、生 徒 自身の 自己評価 を高

め る動 機 付 けに もつ なが る。

問題 点 を意 識 し、改 善策 に留意 して 授業 を行 ったが 、数 値 的 には 大 きな変化 は表 れ なか

った。 しか し、 自由意 見欄 に授 業改善 の成 果 が 記載 され る よ うにな るな ど、 生 徒 に よ る授

業 評価 は今後 も継 続 し、生徒 の 実態 に即 した 授業 改 善 を 図 ってい く必 要が あ る。
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4指 導 事 例No,4学 校間 連携 科 目で の授 業評価 を基 に した授業 改苦(異 な る学科 の 生徒

と共 に学 ぶ 授 業)

〔科 目名=r自 由選択 ・園芸 デザ イ ン」〔2単 位 〕対象 生徒=本 校 ・学 校間 連 携校3年 〕

(1)は じめに

3年 生 に学校 設定科 目で あ る 「園 芸デザ イ ン」(自 由選択 科 目)を 設 置 して い る。 この

科 目は、 学校 間連 携 と して本 校食 品科の 生徒 と、近 隣都 立高校 普通 科 の生 徒 が履修 でき

る。連 携校 の履修 生 徒 は 、園芸 デザ イ ンの学 習は初 めて であ る。1学 期 の授 業 で は 、生

徒 に 希望す る作品 の アン ケー トを実施 し、 それ を取 り入 れ る形 で授 業 を展 開 した。1学

期 末 の授 業評価 ア ン ケー トに よ り、生徒 の実態 を一層把 握 す る こ とが で き、生 徒 一人 一

人 に即 した補助 教材 を工夫す る こ とによる授 業改善 を行 った。

(2)授 業評 価結 果及 び分析

表4授 桑評価結 果 単位:%

4 3 2 1

自
己
評
価

1 授業に意欲をもち融 り組んだ 80 loo 20 o 0 o o 0

2 自分 で 考 え よ うと して い る 20 65 呂o 35 o o 0 0

3 教わった技術溺役立そうだ 80 65 20 0 0 35 0 0

4 授業内容がわかる 80 65 2D 35 o o 0 0

授
業
評
価

1 先生は生徒の質闇や尭言に対応 している LDO 100 0 0 0 o 0 D

2 先 生 の 声 の 大 き さ、 速 度 は 丁度 い い loo loo o o o 0 o D

3 授 業 の 重 更 な と こ ろ わか る 石o lOB 40 o o o o o

4 成績の付け方がわかる 80 65 20 35 0 o o o

評価基準4;そ う思う3=だ いたいそう思う2;あ まり思わない11全 く思わない

注;表 敷字 ・一(左 は本校,右 は連携実施校}

〈自由意 見)

本 校 ・授 業 時 間が少 なか った の で もっ と授業 を受 けたか った。授 業 は毎回 楽 しか った

・ブー ケ を作 るの が楽 しみ

・色 々な こ とをも っ とや りた い。 もっ と授 業 時 間 を増 や して ほ しい

・とて も楽 しい授業 。 今 まで知 らなか った こ とを習 えて本 当に よか った

連 携校 ・授 業 はす ご く楽 しくてお も しろい ので、 いつ もす ごく楽 しみ

・花 束 を作 った りす るのは楽 しくて、 意外 と 自分 にむい てい た

・2学 期 も同 じく のんび りと した楽 しい授 業 を

(3>ア ンケー ト結 果の分 析 に よる授 業 の問題 点 、授 業 改善 点及 び授 業 改善 計 画

学科 教 員 間で 、 アン ケー ト結果 によ る授 業 の問題 点 を探 り、それ を基 に授 業改 善策 を検

討 した。
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表5授 業改普計画

授業の問題点 授業改善点 授業改善計画

生徒 ボ、授業中に 自ら考え よ

うとす る態度 がみ られない

生 徒 の理 解度 に応 じた 質 問

を行 い、考 える力 を養 う

生徒 が 自 ら考 え る補 助教 材

を取 り入れ、活用す る

連携実施校 で、教わった技術

が役 立っ とは あ ま り思 わ な

い生徒 がいる

園芸デザイ ンが、どの よ うに

自分 の生 活 に設 立 つの か考

え させ 、認識 させ る

園芸デザインが、実生活め 中

で果たす役割 にっ いて、工夫

した補助教材 を作成 する

授業の重要なところの理解

度が低い

授 業 の重 点 を く り返 し伝 え

る

小 テ ス トを行 い知 識 の定着

を図 る

(4>改 善結 果及 び考 察

表6授 業評価結果 単位1%

4 3 2 1

自
己
評
価

1 授業に意欲をもち恥 り組んだ 80 100 20 o 0 o o 0

2 授 業 中 、 監学期 よ り も 自分 で 考 え よ う と して い る 【o go go 20 o o o o

3 教 わ っ た 技 術 が 役 立 ちそ うだ(自 分 で作 れ そ うだ} 35 go 65 lo 0 0 0 o

4 授業内容がわかる 80 go 20 10 0 o 0 0

梗
業
評
価

1 先生は生徒の質問や発言に適切に応えてくれる i⑰o 100 o o o 0 0 o

2 先 生 の 声 の 大 き さや 、授 業 の速 度 は 丁度 いい 田o 【OO e o 0 0 0 〔}

3 授 業 の 重 要 な とこ ろ が わ か る 3§ 100 65 o 0 o o 0

4 成綿の付け方坦わかる 100 翼oo o o 0 o o 0

5 応 用 作 晶 の紹 介 は,今 後 の 参 考 に な っ た 20 40 60 60 α o 0 0

評価基準41そ う思う3:だ いたいそう思う2:あ まり思わない11全 く思わない

注:表 数字 … 〔左は本校、右は連携実施校}

[授 業 改 善 計画]

ア 本 校 生徒 に対 して 、 自 ら考 える場 面 をよ り多 く設 定 す るた め、配布 す るプ リン トを

生徒 の進度 に応 じた 工夫 した もの とす る

イ 連携 校 の生 徒 に対 して は 、興味 ・関心 を一層 高 め るた めに も、よ り多 くの応 用 作 品

を具体 的 に示 し、作製 させ る指導 を行 う

ウ 本 校及 び連 鋸校 の 生徒 に対 して、授 業 の重要 なポ イ ン トや 手順 を正確 、 かっ わ か り

や す く理解 させ るた め 、生徒 の 実態 に合 った補 助教 材 を工夫 して作品製 作 の指 導 に 当

た る

〔5)ま とめ

専門 学 科 と普通 科の異 な る学 科 の生徒 を対 象 に した授 業 で授 業評 価 を行 い、生徒 の 興 味

・関心 に大 きな違 いが ある こ とが明 らか にな った。 生 徒 の興 味 ・関心 に基づ き授 業.改善 を

行 い、 異 な る学科 のす べ ての 生徒 に とっ て魅力 あ る授 業 とな る工夫 を行 った、学 校 間連 携

を進 め る中 で 、今 後 もお 互い の 生徒の 実態 を十分 に把 握 して い くこ とが必 要で あ る。
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麗 研 究 の ま と め

1研 究 の成 果

農 業科 にお いて は、従 前か ら班 別 学習 による教員 の テ ィー ム ・テ ィーチ ングが行 わ れ 、科

目間 にお け る意 見交換 や授 業 に対 して の協議 は 日常的 に行 われ てきた 。 しか しなが ら、教科

内で年 間授 業計 画、週 ご との指 導計 画や シラバ スを活 用 しなが ら十分 な連携 が 図 れ てい た と

は言 えな か った。 「東 京 の教 育21開 発 委員会 」 で の3年 間 の評価 規 準等 の研 究 を踏 まえ 、

授 業 の全 体像 を共有 しなが ら指 導 に 当た る体制 が農 業 科 で よ うや く確 立 され て きた。

今 年 度 の研 究主 題 で ある、 「授 業 の改 善 計画 な どを踏 まえた 、わ か る授 業 の工夫 ・改 善 」

の実 践 を通 して 、教員 が互 いに学 び合 う土壌 が農 業科 では 醸成 され た。そ の土 壌 を さ らに発

展 させ るた めに も組織 的 な 実践 力 を養 成 す る ことが求 め られ る。 今 回 の研 究 で は、r総 合実

習 」 、 「環境 科 学基礎 」 、 「測 量」、 「園 芸デザ イ ン」 にお け る授 業 改善 を実 践 す る こ とに

よ り、校 内研 修 の取組 を農 業科 の小学 科か ら農 業科全 体 、学校 全体 へ と広 げて い くこ とがで

き た。 今 回 の取組 を通 じて一 つ の科 目だ けでな く、 学科 、教科 を越 えた大 きな枠組 み の 中で

組 織 的 に授 業改 善が 展開 され る よ うにな り、生徒 の授 業 に取 り組 む姿勢 や学 習 に対す る関心

が 一層 高 ま った。 教員 間 で共通 の課題 を もつ こ とに よ り、 互いの 連携 が深 ま り、共 に学 び合

い 、鍛 え合 う機 運 を高 めて い く こ とが できた.

生 徒 に よる授 業評価 は 、教 員 の指 導 方法 の改 善 を図 るた めの情 報 を得 るた め であ る。ま た、

わ か りや す い授 業 にす るた め に は どの よ うに改 善す べ きか を 生徒 と共 に 考 え る視 点 を もっ

て 授 業 改 善 を図 って い く ことが 大切 で あ る。生徒 は授 業 を振 り返 るこ とに よ り、 自ら主体 的

に 学 ぶ 姿 勢 を身 に付 け るた めの よい機 会 となった。 評価 結果 を踏 ま えた指 導 は 、生徒 の視 点

に 立 った授 業 改 善 とな り、生徒 の学習 意欲 を さらに 高 め る こ ととなる。 したが って 、授 業改

善 に必要 な評 価項 目を適切 に設 定 してい くこ とが重 要 とな る。生徒 に よる授 業 評価 を実施す

る には 、全 教員 が 生徒 に よ る授 業評 価 の趣 旨を正 し く理解 し、積極 的 かっ謙 虚 な 姿勢 で取 り

組 む こ とが大 切 であ る。本研 究 を通 して 、教員 全体 が 主体 的 に取 り組 め る体 制 が今 回 の実 践

校 で確 立 され た こ とは、今 後 へ つな が って い くもの と期待 で きる。

2今 後 の課 題

本研 究 の 目的 は 「東 京 の教 育21研 究 開発委 員農 業 部会 」 の委 員 が 中心 とな り、継 続 的 ・

組 織 的 に授 業改 善を図 るた めの指 導体 制や 組織 づ く りを通 して、研 究 か ら各 学校 にお け る

自主 的 ・自律 的 な授 業 改善 を全 教 員 で行 うこ とにつ なげ る こ とで あ る。

今 後 は、農 業 の各科 目の評 価 規準 を よ り適 切 に見直 す と ともに、指 導 内容 を明確 に し、 生

徒 に年 間 の授 業 の全体 像 を示Lな が ら、興 味 ・関 心 を一層 引 き出 し、 わか る授 業 の工 夫 と実

践 を行 うこ とが必 要で あ る。 教 員 は実験 ・実習内容 の 深化 には熱 心に な りが ちで あ るが 、今

後 は評価 や 指 導方 法 にっ いて も、校 内研 修 を通 じて さ らな る研 鎖 が必 要 で あ り、そ のた めに

も農 業 各校 にお ける校 内研修 の活性 化 に期 待 したい 、

本研 究 が 、農 業科 の 専門 教 育 をは じめ、普通 教科 にお け る授 業改 善 の指 針 とな り、 生 徒 に

「自 ら学 ぶ力 」や 「確 か な学 力 」 を身 に付 け させ る こ とにっ なが る こ とを期 待 した い。

一113一


	主題　「授業の改善計画などを踏まえた、わかる授業の工夫・改善」 
	内容
	２年　「授業改善計画」を活用した「組織的な指導体制」づくり 
	１・２・３年　生徒による授業評価を基にしたわかる授業への取組 
	２年　ビデオ撮影を活用した授業改善
	３年　学校間連携科目で授業評価を基にした授業改善（異なる学科の生徒と共に学ぶ授業）

	まとめ

